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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月21日(2014.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）不透水性の熱可逆性架橋ポリマーコーティングでコートされた１５０～１２００
０ｄｔｅｘの線密度、１０～６５ｇ／ｄｔｅｘの靭性、１５０～２７００ｇ／ｄｔｅｘの
弾性率、および１～８パーセントの破断点伸びを有する第１の強化糸を、保護コーティン
グを結合切断によって水膨潤性高吸収性ポリマーに変換するために十分な時間の間４５～
２００℃の温度にかける工程と、
　（ｂ）工程（ａ）からの前記第１の強化糸の１つまたは複数を１つまたは複数の光ガラ
スファイバー伝送媒体と組み合わせる工程と、
　（ｃ）保護スリーブを工程（ｂ）の少なくとも１つのアセンブリの上に適用する工程と
を含む、ファイバー光ケーブルアセンブリを形成するための方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法によって製造されたファイバー光ケーブル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　比較例Ａと比較したとき、実施例１の膨潤度がほとんど１０倍増加したことは、権利請
求された方法の有効性を示す。
　以下、本発明の態様を示す。
１．（ａ）不透水性の熱可逆性架橋ポリマーコーティングでコートされた１５０～１２０
００ｄｔｅｘの線密度、１０～６５ｇ／ｄｔｅｘの靭性、１５０～２７００ｇ／ｄｔｅｘ
の弾性率、および１～８パーセントの破断点伸びを有する第１の強化糸を、保護コーティ
ングを結合切断によって水膨潤性高吸収性ポリマーに変換するために十分な時間の間４５
～２００℃の温度にかける工程と、
　（ｂ）工程（ａ）からの前記第１の強化糸の１つまたは複数を１つまたは複数の光ガラ
スファイバー伝送媒体と組み合わせる工程と、
　（ｃ）保護スリーブを工程（ｂ）の少なくとも１つのアセンブリの上に適用する工程と
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を含む、ファイバー光ケーブルアセンブリを形成するための方法。
２．少なくとも１つの第２の強化糸が工程（ｂ）において前記第１の強化糸およびガラス
ファイバー伝送媒体と組み合わせられていてもよい、上記１に記載の方法。
３．前記第１の強化糸の前記ポリマーが、ｐ－アラミド、ポリベンザゾール、ポリピリダ
ゾールまたはそれらの混合物からなる群から選択される、上記１に記載の方法。
４．前記熱可逆性コーティングの熱可逆性架橋剤が、第１の強化糸とコーティングとの総
重量に基づいて０．００１重量％～０．５重量％の量で存在する、上記１に記載の方法。
５．前記熱可逆性架橋コーティングが、前記第１の強化糸とコーティングとの総重量に基
づいて０．１重量％～１０重量％の量で存在する、上記１に記載の方法。
６．前記ｐ－アラミドがポリ（パラフェニレンテレフタルアミド）である、上記３に記載
の方法。
７．上記１に記載の方法によって製造されたファイバー光ケーブル。
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